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「
続
け
る
と
い
う
こ
と
」

副
校
長
　

中
﨑
新
一
郎

　
　

　
人
生
で
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
一
つ
の
こ
と
を
続
け
る
こ
と

だ
と
京
セ
ラ
の
創
始
者
稲
盛
和

夫
さ
ん
は
言
う
。

　
ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
し
た
名
城
大
終
身
教
授

の
赤
﨑
勇
さ
ん
も
、
自
分
の
や

り
た
い
研
究
を
や
る
の
が
一
番
、

結
果
が
出
な
く
て
も
、
や
り
た

い
研
究
な
ら
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て

か
ら
測
量
を
学
び
始
め
た
伊
能

忠
敬
は
、
七
十
歳
過
ぎ
ま
で
、

延
べ
十
七
年
か
け
て
全
国
を
回

り
、
日
本
地
図
を
作
成
し
た
。

こ
れ
も
一
つ
の
こ
と
を
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
と
、
つ
い
で
に
、

年
齢
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と

ま
で
教
え
て
く
れ
て
、
私
な
ど

は
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

　
平
凡
な
私
た
ち
で
も
、
一
つ

の
こ
と
を
続
け
さ
え
す
れ
ば
、

そ
の
道
で
す
ば
ら
し
い
成
果
が

出
せ
そ
う
な
気
が
す
る
。
あ
と

は
、
や
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
だ
け
で
あ
る
。
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三
年
生
の
旅
立
ち
の
日
も
間

近
、
こ
の
一
年
の
様
々
な
場
面

を
思
い
起
こ
し
つ
つ
編
集
し
ま

し
た
。
御
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後

も
「
雄
峰
」
が
お
伝
え
す
る
附

中
の
躍
動
に
御
期
待
く
だ
さ
い
。

（
広
報
一
年
部
）

新
年
度
の
行
事
予
定

・
入
学
式　

四
月
六
日

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
育
友
会
総
会

　

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

四
月
二
十
四
日

・
開
校
記
念
一
日
遠
足

 

五
月
一
日

・
研
究
公
開　

六
月
五
日

・
日
曜
参
観　

六
月
十
四
日

・
学
年
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

七
月
一
〜
三
日
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【
理
科
】

第
六
十
二
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

優
秀
賞
 

三
年
 
中
濱
実
紅
翔

優
良
賞
 

三
年
 
竹
之
内
絢
音

　
 

　
 

上
ノ
段
新
菜

　
 

　
 

大
園
　
三
央

【
国
語
】

第
五
十
七
回
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
 

三
年
 
矢
野
ひ
か
り

　
 

二
年
 
三
浦
　
若
葉

明
る
い
選
挙
啓
発
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
 

三
年
 
若
松
　
康
志

第
六
十
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
鹿
児
島
県
審
査
会

特
選
 

三
年
 
堀
　
　
彩
香

第
十
四
回
新
聞
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

二
席
 

二
年
 
帖
佐
　
芽
依

三
席
 

　
 

田
中
　
美
晴

　
 

一
年
 
高
風
　
桜
子

第
三
十
四
回
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
県
大
会

奨
励
賞
 

二
年
 
中
野
　
耕
太

第
三
十
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
二
〇
一
五
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
 

三
年
 
大
久
保
　
遼

　
 

二
年
 
山
下
　
夏
生

平
成
二
十
六
年
度
「
こ
こ
ろ
の
言
の
葉
」
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
 

二
年
 
中
島
　
黎
士

平
成
二
十
六
年
度
「
た
の
し
い
子
育
て
コ
ン
ク
ー
ル
」（
三
行
詩
）

厚
労
大
臣
賞
 
二
年
 
牟
田
あ
か
ね

県
優
秀
賞
 

　
 

上
吹
越
　
凌

第
三
十
六
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会

努
力
賞
 

二
年
 
満
永
　
桃
子

第
五
十
九
回
鹿
児
島
市
中
生
連
弁
論
大
会

優
秀
賞
 

三
年
 
益
満
　
朋
佳

平
成
二
十
六
年
度
中
生
連
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
 

三
年
 
義
之
虎
太
郎

平
成
二
十
六
年
度
平
和
都
市
宣
言
標
語

最
優
秀
賞
 

二
年
 
福
元
　
千
乃

優
秀
賞
 

一
年
 
森
　
　
響
輝

鹿
児
島
市
内
中
学
校
第
五
十
回
席
書
会
中
央
審
査
会

奨
励
賞

三
年
 
益
満
　
朋
佳

　
 

二
年
 
井
伊
真
莉
菜

　
 

一
年
 
川
津
　
は
な

　
 

一
年
 
平
川
　
り
え

第
八
十
二
回
全
国
書
画
展
覧
会

中
国
四
川
省
内
江
市
長
賞

 

一
年
 
石
窪
　
鈴
苑

筆
都
大
賞
 

三
年
 
下
田
代
響
佳

第
六
十
四
回
西
日
本
書
き
方
大
会

入
選
 

二
年
 
小
田
原
千
晶

一
年
 
有
留
　
和
花

第
五
十
八
回
J
A
共
済
小
・
中
学
校
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

南
日
本
新
聞
社
賞
 
二
年
 
井
伊
真
莉
菜

【
音
楽
】

第
四
十
八
回
県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

「
春
の
祭
典
」
創
作
の
部

最
優
秀
賞
 

三
年
 
増
山
　
絢
香

　
 

二
年
 
池
田
　
そ
ら

第
二
十
二
回
鹿
児
島
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

　
金
賞
（
全
国
大
会
推
薦
）
二
年
　
合
唱
部

　
銀
賞
　
　
　
　
　
　
一
年
　
合
唱
部

【
美
術
】

平
成
二
十
六
年
度
「
家
庭
の
日
」
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

ポ
ス
タ
ー
の
部
・
優
良
賞

 
二
年
 
國
見
　
　
遥

ポ
ス
タ
ー
の
部
・
努
力
賞

 
一
年
 
小
戝
　
嬉
乃

平
成
二
十
六
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

県
特
選
 

一
年
 
笹
峯
　
薫
佳

【
技
術
】

第
八
回
鹿
児
島
県
中
学
生
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

優
秀
賞
（
四
位
）
三
年
 
小
倉
　
壮
平

環
境
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
二
〇
一
四

銅
賞
 

二
年
 
流
合
龍
之
介

編
　
集
　
後
　
記

作り方
❶ ささ身は筋を取り，スティック状
に切る。塩，こしょうをふり，　
　の順につける。　

❷ 揚げ油で，きつね色になるまで揚
げる。

材料（2人分）
＊ 鶏ささ身………6本
＊塩，こしょう……各少々
小麦粉，水…各大さじ5
パン粉………大さじ8
顆粒コンソメスープの素
　　　………大さじ1
塩，こしょう…各少々

揚げ油…適量

ささ身のスティックコンソメフライささ身のスティックコンソメフライ

A
A

B

B

カンタン
おかず！！

宝島社「たっきーママのHappy朝ラク弁当」参照
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【
理
科
】

第
六
十
二
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

優
秀
賞

三
年
 
中
濱
実
紅
翔

優
良
賞

三
年

竹
之
内
絢
音

上
ノ
段
新
菜

第
三
十
六
回
少
年
の
主
張
全
国
大
会

努
力
賞

第
五
十
九
回
鹿
児
島
市
中
生
連
弁
論
大
会

優
秀
賞

平
成
二
十
六
年
度
中
生
連
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

平
成
二
十
六
年
度
平
和
都
市
宣
言
標
語

最
優
秀
賞

優
秀
賞

鹿
児
島
市
内
中
学
校
第
五
十
回
席
書
会
中
央
審
査
会

入
賞
お
め
で
と
う

　
卒
業
記
念
品
紹
介

　
平
成
二
十
六
年
度
卒
業
生
の

皆
さ
ん
か
ら
テ
ン
ト
二
張
り
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　ダンスを通じてクラスの絆を深める目的で始まり，11月30
日，初の鹿児島大会が開催されました。課題曲に合わせた
振りつけや構成を生徒が主体的に考え，チームの完成度を
高めるために練習を重ねてきました。はつらつとした，きれの
あるダンスと，とびきりの笑顔で会場を魅了し，多くの拍手と
賞賛の声をいただきました。大会前日は，クラスの友達から
「かっせー」という応援団のエールをプレゼントされました。
ダンスによって仲間との心が一つになる感動を体験しました。

第2回全国中学校リズムダンス
ふれあいコンクール鹿児島大会
「1年5組Fuzoku☆shining☆future」

合
唱
部
快
挙

　
全
国
大
会
へ

　
十
二
月
の
鹿
児
島
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
を
い
た
だ
き
、

三
月
に
福
島
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ

出
場
し
ま
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
年
生
　
五
名

　
瀬
戸
口
ひ
か
る
　
　
東
郷
　
茉
央

　
辛
島
　
綺
羅
里
　
　
田
口
　
聡
香

　
小
田
原
　
千
晶

3
19

敢闘賞

真理・理想・剛健・友愛・誠実・自律・雄飛（校舎前にある7本の銀杏に名付けられています）

先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…先輩から後輩へ，後輩から先輩へ，思いを形に…

卒業生からのメッセージ
　私立高校の受験が迫った1月25日，昨年附属中を卒業した先輩たちが3年生の各クラスに集まり，黒板に合格祈願のメッセージを書
いてくれました。附属中では，二十数年前から，先輩が受験を控えた後輩へ合格祈願のメッセージを届けるという伝統が受け継がれて
います。黒板には，桜の木やキャラクターなどの絵が描かれ，「最後まで諦めずに全力で」「自分を信じて」「あと少しの辛抱だ，頑張
れ」など，さまざまな応援メッセージと3年生全員の名前が書かれていました。卒業生は「去年，黒板のメッセージを見たときは，もの
凄く嬉しかった。少しでも受験生の励みになれば…」と話してくれました。また，黄色いチューリップも卒業生から贈られました。受験が
終わるまで，絶えることなく教室に飾られていきます。先輩たちからの心のこもった贈り物は，3年生の胸に届き大きな力となることでしょう。

壁画制作
　壁画委員を中心に，１，2年生が全員で壁画制作（モザイクアート）に取り組んで
います。毎年，1月に壁画の原案を募集し，集まったアイディアを組み合わせて壁画
の下絵を構成します。その後８色（白・赤・青・黄・緑・黒・水色・紫）の画用紙
を1センチ角に切り，2月中旬から各クラスで貼り付け，縦4.2m×横7.5mの壁画に
仕上げていきます。壁画は3月１１日に行われる「卒業生を囲む会」で披露される予定。
それまでは完全極秘で作業が進められます。今年度のテーマは「感謝・飛躍・希望」。
壁画委員長の渡邊裕介君からは「たくさんお世話になってきた先輩方が感動する壁画
を作りたい。今までの作品を上回るような壁画に仕上げたい。」と意気込みが感じられ
ました。壁画の完成が楽しみですね。
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好きなものに
囲まれて暮ら
す

柳田

アメリカで、ア
ニメーターに
なる！

原田

たくさんの人
を笑顔にでき
る介護福祉士

取違

音楽の楽しさ
を伝えるピア
ニスト

田中（亜）

笑顔が素敵な
客室乗務員に
なる

小泉

一人ひとりと
向き合う助産
師

植村

笑顔と希望を
与えられる明
るい教師

岩元（彩）

「
感
謝
の
バ
ト
ン
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

山
内　

聡
胤

　
卒
業
式
ま
で
あ
と
数
日
と
な
り
、
昼
休
み
や
放
課
後
に
聞
こ
え
て

く
る
在
校
生
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
」
の
声
に
も
力
強
さ
が
増
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
声
に
は
、
入
学
式
で
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、
こ
こ

ま
で
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
感
謝
」
は
、
単
に
「
感
謝
し
ま
す
」
と
言
葉
を
口
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
気
持
ち
を
形
に
し
て
行
動
し
、
お
返
し
し
た
り
、
周
り

の
人
に
繋
い
だ
り
す
る
こ
と
で
成
り
立
ち
ま
す
。

　
こ
の
三
年
間
、
熱
い
思
い
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
を
は
じ
め

学
校
職
員
の
皆
さ
ん
、
信
頼
と
絆
で
結
ば
れ
た
友
人
、
心
身
と
も
に

献
身
的
に
支
え
て
く
れ
た
家
族
な
ど
、
皆
さ
ん
が
「
感
謝
」
を
返
す
べ

き
多
く
の
方
々
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
、

皆
さ
ん
が
卒
業
し
て
大
き
く
羽
ば
た
き
、
苦
難
を
乗
り
越
え
あ
ら
ゆ

る
方
面
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
で
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
「
感
謝
」
の
バ
ト
ン
を
こ
れ
か
ら
出
会
う
多
く
の
人
た
ち
に
繋
い
で

い
け
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
御
卒
業
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
本
気
の
ハ
ー
ト
に
本
気
の
エ
ー
ル
を
」

三
年
学
年
主
任　

浜
田　

幸
史

　「
本
気
で
学
び
本
気
で
楽
し
み
本
気
を
示
す
」を
合
い
言
葉
に
、附
中

の
三
年
生
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
た
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
本
気
で
物
事
に
取
り
組
む
か
ら
こ
そ
、心
の
底
か
ら
嬉
し
い
と
か
、涙

が
出
る
ほ
ど
悔
し
い
と
い
っ
た
感
情
が
わ
き
出
る
の
で
す
。そ
う
い
っ
た

感
動
体
験
を
通
し
て
、自
分
の
中
に
残
る
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
で
、

人
生
の
豊
か
さ
は
決
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、傍
ら
に
信
頼
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
で
、喜
び
は
膨
れ
上
が

る
し
、悲
し
み
は
和
ら
ぐ
と
も
思
い
ま
す
。

　
本
気
の
ハ
ー
ト
を
も
つ
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
附
中
で
貴
重
な

経
験
を
積
め
た
で
し
ょ
う
し
、信
頼
で
き
る
仲
間
と
も
出
会
え
た
で

し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
ス
テ
キ
な
皆
さ
ん
と
本
気
で
向
き
合
う
こ
と
で
、私
た
ち
教

師
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
、百
九
十
八
名
と
の
出

会
い
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、本
気
の
ハ
ー
ト
を
も
つ
皆
さ
ん
に
本
気
の
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
で
す
。

　「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
附
属
。そ
お
れ
っ
、フ
レ
ッ
フ
レ
ッ
附
属
。フ
レ
ッ
フ
レ
ッ

附
属
。」

思いやりがあ
り信頼できる
薬剤師

山田

心の病気を治
して笑顔にさ
せる精神科医

堀　

周りを笑顔に
し信頼される
大人になる

塗木

どんな検査も
こなす臨床検
査技師

堂園

患者さんに希
望を与える眼
科医

坂本（佳）

人々に希望を
与えるスポー
ツドクター

川上

生徒に笑顔を
届けられる教
師

植田

どんな薬も扱
える薬剤師

吉満

みんなの助け
になれる薬剤
師

三原

アニメ関係の
職に就きたい

野元（一）

五か国語を話
せるようにな
りたい

高津

尊敬されるよ
うな大人にな
りたい

森（清）

東京五輪で活
躍するスペイ
ン語の通訳

畠中

授業の上手な
先生になる

向吉

世のため人の
ためにつくせ
る人になる

濵之上

国境なき医師
団に入って人々
を救う

田邉

患者に寄り添
うことができ
る医師

山内

他の人のため
になる仕事に
就く

原田（勇）

早めに夢を見
つけて頑張る

津曲

自分がやりた
いことを見つ
ける

山岡

世界すべての
国と地域に病
院をつくる

松元

迅速で的確な
判断ができる
航空管制官

永倉

ノーベル賞を
もらう

坂元

ブラックホー
ルを解明し宇
宙旅行する

川原（弘）

未来を切り開
く発見をする
宇宙学者

宇都宮

人々に笑顔を
届けられる医
師になる

愛甲

何でもこなす
中学校の体育
教師

脇田

毒舌を卒業し、
優しい男にな
る

水迫

みんなを笑顔
にできる教師

中村（亮）

世界の技術発
展に貢献でき
る宇宙飛行士

多田

家事のできる
公務員

小溝

自分のしたい
ことができる
大人

小野田

多くの患者を
救えるような
医師

井上

人を笑顔にで
きる仕事をし
たい

福満

文学を後世に
伝え続ける海
外文学者

中村（優）

世界中の人に
茶道を教える
茶道の先生

重村

あらゆる人間
の心理を学び
たい

川原（理）

子どもから頼
られるような
保育士

潟山

周りの人を少
しでも支えら
れるような人

宇都

人の思いを分
かってあげら
れる医師

今村

世界で活躍す
る有名パティ
シェール

福吉

人を笑顔にで
きるような仕
事に就く

林（加）

病気の人を笑
顔にできる優
しい薬剤師

下田代

誰かに感謝し
てもらえる職
業

酒匂

常に夢を持ち
続け，信頼さ
れる社会人

川畑

乗客を笑顔に
する国際線の
客室乗務員

太田黒

笑顔で飛行機
をお見送りす
る航空管制官

岩元（優）

正しい医療へ
の架け橋とな
る総合診療医

松木田

人の心により
そえる臨床心
理士

肥田

自分にしかで
きないことを
やりたい

首藤

死ぬまでに、
宇宙旅行に行
きたい

森本

学校か病院に
勤める管理栄
養士

廣瀬

患者さんに親
しまれる歯科
医師

白山

世界を病気か
ら救い平和を
愛する外科医

松井

世界に通用す
る人材になる

中村（颯）

メディア関連
のデザイナー

田代

パン・ギムン
の跡を継ぐ外
交官

三浦

気がきき、期
待に応えられ
る科学捜査官

濵﨑

どんな人とで
も気楽に話せ
る人

田畑

人を喜ばせら
れる仕事に就
く

森（大）

人の期待以上
のことができ
る人

林（隆）

世界中を発掘
して巡る古生
物学者

鶴屋

感謝される医
師

高倉

国を大きく動
かす国家公務
員

　留

一流のプロス
ポーツ選手の
代理人

義之

社会のため、
人のために働
く

大西

創造性豊かな
プログラマー

福崎

未来へ希望と
命をつなぐ医
師

内藤

人に教えられ
る技術職人

髙附

人を笑顔にす
る職業に就く

藏薗

明日に希望を
持って過ごせ
る大人

金城

思いを相手に
届けられる歌
手

亀田

歴史の教科書
にでっかく載
る！

森田

教師としても
う一度附属中
にやってくる

益満

トライリンガ
ルとして世界
で活躍する

濵田（奈）

みんなが快適
にすごせる客
室乗務員

野元（菜）

夢と希望に満
ちた薬剤師に
なりたい

中原（夢）

自分の就きた
い職を見つけ
る

陣之内

たくさんの人
の歯の健康の
ために働く

尾形

動物にいっぱ
いかかわる仕
事がしたい

吉田（衣）

海外の子ども
に夢を与える
教師

馬渡

アレンジ豊富
なヘアメイク
アーティスト

早川

笑顔を与えら
れる、凜とし
た人間になる

野元（凜）

英語を使って
国際的に活躍
できる人

中村（華）

動物の気持ち
を考えられる
獣医師

竹之内

人に生きる希
望を与えられ
る職に就く！

汐田

周りから信頼
される薬剤師

吉留

英語をマスター
してたくさん
旅行する！

三輪

他人に迷惑を
かけない常識
のある人

寳來

女性初の内閣
総理大臣にな
る！

　元

海外で活躍で
きる日本語教
師

牟田

国際的に人
気なイラスト
レーター

前原

人々の命を安
全に守るSAT
に所属する

宮崎

みんなに笑顔
を与える気象
予報士

野口

みんなを笑顔
にさせるスポー
ツドクター

谷山

文武両道な学
校の創設者

村上

子どもにも大
人にも人気な
ゲームを作る

萩原

生徒に信頼さ
れる教師

寺﨑

周りから信頼
される公務員

山本

見てる人に感
動を与えられ
る俳優

平岡

どんな要望に
も応えられる
一級建築士

仲村

誰かを救うた
めの研究をす
る研究者

新福

神の手を持っ
た外科医

坂井

ものすごくマ
ッチョな自衛
官

奥

世界一真面目
で幸せな公務
員になる

赤尾

天気を正確に
当てられる気
象予報士

若松

効率よく仕事
を行うビジネ
スマン

福島

人の気持ちを
考えられる医
者

西蔭

夢にむかって
大空にはばた
くパイロット

竹中

世界規模で働
く商社勤務

坂本（湧）

音楽界に革命
を起こすバン
ドマン

　野坂

スポーツをす
る人のための
理学療法士

石原
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－未来へ繋ごう　今の思いを－

て
き
ま
し
た
。
そ
の
声
に
は
、
入
学
式
で
温
か
く
迎
え
て
く
れ
、
こ
こ

ま
で
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
感
謝
」
は
、
単
に
「
感
謝
し
ま
す
」
と
言
葉
を
口
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
気
持
ち
を
形
に
し
て
行
動
し
、
お
返
し
し
た
り
、
周
り

の
人
に
繋
い
だ
り
す
る
こ
と
で
成
り
立
ち
ま
す
。

　
こ
の
三
年
間
、
熱
い
思
い
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
を
は
じ
め

学
校
職
員
の
皆
さ
ん
、
信
頼
と
絆
で
結
ば
れ
た
友
人
、
心
身
と
も
に

献
身
的
に
支
え
て
く
れ
た
家
族
な
ど
、
皆
さ
ん
が
「
感
謝
」
を
返
す
べ

き
多
く
の
方
々
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
、

皆
さ
ん
が
卒
業
し
て
大
き
く
羽
ば
た
き
、
苦
難
を
乗
り
越
え
あ
ら
ゆ

る
方
面
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
で
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
「
感
謝
」
の
バ
ト
ン
を
こ
れ
か
ら
出
会
う
多
く
の
人
た
ち
に
繋
い
で

い
け
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
御
卒
業
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
本
気
の
ハ
ー
ト
に
本
気
の
エ
ー
ル
を
」

　「
本
気
で
学
び
本
気
で
楽
し
み
本
気
を
示
す
」を
合
い
言
葉
に
、附
中

の
三
年
生
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
た
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
本
気
で
物
事
に
取
り
組
む
か
ら
こ
そ
、心
の
底
か
ら
嬉
し
い
と
か
、涙

が
出
る
ほ
ど
悔
し
い
と
い
っ
た
感
情
が
わ
き
出
る
の
で
す
。そ
う
い
っ
た

感
動
体
験
を
通
し
て
、自
分
の
中
に
残
る
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
で
、

人
生
の
豊
か
さ
は
決
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、傍
ら
に
信
頼
で
き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
で
、喜
び
は
膨
れ
上
が

る
し
、悲
し
み
は
和
ら
ぐ
と
も
思
い
ま
す
。

　
本
気
の
ハ
ー
ト
を
も
つ
皆
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、こ
の
附
中
で
貴
重
な

経
験
を
積
め
た
で
し
ょ
う
し
、信
頼
で
き
る
仲
間
と
も
出
会
え
た
で

し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
ス
テ
キ
な
皆
さ
ん
と
本
気
で
向
き
合
う
こ
と
で
、私
た
ち
教

師
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
、百
九
十
八
名
と
の
出

会
い
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、本
気
の
ハ
ー
ト
を
も
つ
皆
さ
ん
に
本
気
の
エ
ー
ル
を
送
り
た
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3 年 1 組3 年 3 組

3 年 2 組

担任 德永　賢子先生

朝の来ない夜はない！！
副担任 山　宗功先生

きついほうの道を選べ
担任 土屋　雅宏先生

華やかに厳かに凜と
副担任 浜田　幸史先生

心大きく朗らかに

担任 山﨑　晃先生

素敵で強力な人生を！
副担任 大井　幸乃先生

意識せず素の自分で！！
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こ
れ
か
ら
の
活
動
で
、
様
々
な

壁
が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
壁
を
乗
り
越
え
、
悔
い
の
残

ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

前
部
長
　
大
重
　
遼
悟

　
陸
上
部
の
み
な
さ
ん
今
ま
で
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
辛
い

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
陸

上
部
が
附
中
一
活
気
の
あ
る
部
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
頑

張
れ
。

陸
上
競
技
部

前
部
長
　
馬
渡
　
比
華

剣
道
部前

部
長
　
村
上
　
敦
哉

　
今
、
き
つ
い
練
習
を
積
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。
努
力
は
必
ず
結

果
に
結
び
付
き
ま
す
。
僕
た
ち
の

果
た
せ
な
か
っ
た
九
州
大
会
出
場

を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
応
援
し
て
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
小
溝
　
悠
太

　
部
活
動
で
の
時
間
は
、
あ
っ
と

言
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
部

活
動
を
終
え
る
時
、
悔
い
の
残
ら

な
い
よ
う
自
分
と
真
剣
に
向
き

合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
み
ん
な
ら
し
く
頑
張
れ
。

美
術
部

前
部
長
　
陣
之
内
な
つ
海

　
練
習
は
大
変
だ
し
、
本
番
は
緊

張
し
ま
す
が
、
演
劇
は
楽
し
む
こ

と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

を
信
じ
て
、
一
生
懸
命
演
じ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
な
ら
で
き

ま
す
。

演
劇
部前

部
長
　
尾
形
　
惇

　
附
中
は
、
他
校
と
比
べ
て
練
習

時
間
は
短
い
で
す
が
、
環
境
は

整
っ
て
い
ま
す
。
練
習
の
質
が
勝

敗
を
決
し
ま
す
。
本
気
で
練
習
に

取
り
組
み
、
試
合
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
田
邉
　
智
行

　
練
習
頑
張
っ
て
ま
す
か
。
四
階

か
ら
み
ん
な
の
様
子
を
見
る
と
、

と
て
も
上
手
く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
仲
間
と
過
ご
す
時
間
を

大
切
に
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
小
泉
真
優
子

　
週
一
回
の
練
習
で
し
た
が
、
み

ん
な
と
活
動
す
る
こ
と
が
本
当
に

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
三
月
の
新
人
戦
、
九
州
大
会
出

場
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
や
れ
ば
で
き
る
。

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会

前
部
長
　
　
元
　
美
里

　
戦
っ
て
い
る
の
は
自
分
一
人

じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

ず
、
今
の
自
分
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
奇
跡
を
起
こ
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
ま
で

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

水
泳
同
好
会

前
部
長
　
高
倉
　
丈
太

　
今
で
も
バ
ス
ケ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
か
。
明
る
く
、
前
向
き
に
、

努
力
を
惜
し
ま
ず
あ
な
た
た
ち
ら

し
く
前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
華

や
か
に
厳
か
に
凜
と
し
た
若
き
花

で
あ
れ
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
折
田
　
千
晃

　
十
二
月
の
新
人
戦
、
惜
し
く
も

二
回
戦
負
け
で
し
た
ね
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。
自
分
た
ち
ら
し
い
バ

ス
ケ
を
す
る
た
め
に
、
粘
り
強
く

練
習
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
穂
満
　
暖
人

　
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

厳
し
い
練
習
の
中
に
必
ず
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。
今
日
も
全
力
、
明

日
も
全
力
、
常
に
全
力
。
そ
ん
な

姿
で
周
囲
に
元
気
を
与
え
る
チ
ー

ム
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
川
畑
　
真
凜

　
こ
れ
か
ら
重
要
な
大
会
が
続
く

と
思
い
ま
す
。「
継
続
は
力
な
り
」

で
す
。
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

練
習
を
積
み
重
ね
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
頑
張
れ
、
後
輩
。

卓
球
部

前
部
長
　
小
野
田
　
深

　
ま
だ
時
間
が
あ
る
と
思
っ
て
い

て
も
、
勝
負
の
時
は
す
ぐ
に
来
ま

す
。
練
習
で
の
一
分
一
秒
を
大
切

に
、
僕
た
ち
の
果
た
せ
な
か
っ
た

県
大
会
出
場
を
目
指
し
て
ほ
し
い

で
す
。
頑
張
れ
。

軟
式
野
球
部

前
部
長
　
谷
山
　
浩
輔

　
吹
奏
楽
部
の
み
ん
な
、
十
四
人

の
三
年
生
が
抜
け
て
、
今
と
て
も

大
変
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
み
ん
な
な
ら
頑
張
れ
る
と
思

い
ま
す
。
目
標
を
高
く
、
頑
張

れ
。 吹

奏
楽
部

前
部
長
　
乾
　
真
由
香

　
み
な
さ
ん
の
頑
張
り
は
必
ず
報

わ
れ
ま
す
。
過
去
や
未
来
の
こ
と

を
考
え
ず
、
今
、
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
目
指

す
は
県
総
体
、
い
や
、
頂
点
だ
。

サ
ッ
カ
ー
部

前
部
長
　
仲
野
　
裕
大

　
歌
は
心
。
気
持
ち
を
込
め
て
歌

う
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
合
唱
の
基

本
と
仲
間
を
大
事
に
し
て
、
き
れ

い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

合
唱
部前

部
長
　
肥
田
め
ぐ
み

ಪ
౺
Ɉ
ෂ
ߔ
૪
ൣ
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今
の
自
分
が
、
将
来
の
自
分

一
年
二
組
担
任

有
島
玲
奈
子

　　
先
日
、
中
学
校
の
同
窓
会
に

参
加
し
た
。
仕
事
柄
な
の
か
、

自
分
の
中
学
時
代
の
こ
と
が
思

い
出
せ
ず
に
い
る
と
、
同
級
生

が
こ
ん
な
話
を
し
た
。
テ
ス
ト

対
策
プ
リ
ン
ト
や
行
事
の
立
看

板
を
作
っ
た
り
し
た
こ
と
、
ま

た
、
好
き
な
歌
手
の
真
似
を
し

て
お
ど
け
た
り
、
将
来
は
ロ
シ

ア
に
行
く
の
だ
と
真
剣
に
話
し

た
り
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
ん

な
話
を
聞
き
な
が
ら
、
あ
の
時

頑
張
っ
て
い
た
こ
と
や
思
い
描
い

て
い
た
こ
と
は
、
と
て
も
役
に

立
っ
て
い
る
し
、
現
実
に
叶
え

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　
よ
く
私
は
、
生
活
記
録
の
コ

メ
ン
ト
に
「
今
の
自
分
が
、
将

来
の
自
分
」
と
書
く
。
中
学
時

代
に
頑
張
っ
た
一
つ
一
つ
の
こ
と

が
、
将
来
の
自
分
を
創
る
の
だ

と
思
う
。

ƚ
Ơ
Ɔ

�

ര

ݳ
¯

〜
情
熱
の
バ
ト
ン
タッ
チ
〜

〜
情
熱
の
バ
ト
ン
タッ
チ
〜
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世界一のチョ
コレートを食
べる！

中原（希）

見ている人を
笑顔にできる
アニメ声優

鈴木（愛）

おもしろくて
楽しい大人に
なる

金子

愛と勇気を与
えるパン屋さ
ん！

大園

人に優しく人
を笑顔にでき
る客室乗務員

内園

みんなを笑顔
にさせる管理
栄養士

岩元（理）

明るい未来を
創りだす科学
者

市川

みんなに笑顔
を与えられる
人になる

林（美）

楽しく人の役
に立つ仕事を
する

　

みんなが幸せ
になる公務員
になる

小松

留学して現地
の人と英語で
会話したい

尾籠

たくさんの人
に信頼される
航空管制官

大久保

世界で活躍す
るファッショ
ンデザイナー

上野

相手を支えら
れるケアマネー
ジャー

乾

英語がペラペ
ラの航空管制
官

森山

何でもできる
空港のグラン
ドスタッフ

水流

楽しい授業が
つくれる学校
の先生

坂木

食でみんなを
笑顔にする管
理栄養士

矢野

動物の命を救
える獣医師に
なりたい

中尾

いろんな人の
役に立つ仕事
につく

重信

世界中に感動
を届けられる
アニメーター

栁田

ビフォーアフ
ターの匠のよ
うな建築士

穂満

人を夢中にさ
せる番組をつ
くる

外山

児童に尊敬さ
れる小学校の
先生

吉田（智）

車の販売店の
専属車両整備
士

宮元

多くの人に愛
され続ける医
者

永尾

日本の安全を
守り続ける警
察官

吉永

人に好かれる
ゲームをつく
る

妙圓園

人を喜ばせら
れるやりがい
のある仕事

中島

アニメに入れ
る装置をつく
る

笹川

人の心に何か
を与える音楽
にかかわる

小倉

人から憧れら
れるミュージ
シャン

内村

かかわったす
べての人を幸
せにする医者

石本

ありとあらゆ
る薬品を使い
こなす薬剤師

籾

大手グループ
の海外事業部
に入る

藤本

夢と希望を与
えられる教師
になりたい

田中（瑞）

生徒に嫌われ
ない優しく，
厳しい教師

勝本

笑顔で接する
ことができる
教師

大重

福祉関係の仕
事か精神科の
医者になる

岩元（雄）

子どもたちを
笑顔にできる
小学校の先生

萩

皆に愛される
ファッション
雑誌の編集者

帖佐

人を安心させ
ることのでき
る医者

木原

患者さんの気
持ちを和らげ
る薬剤師

折田

患者さんの気
持ちを考えら
れる看護師

内田

誰もが笑顔に
なれる前向き
な獣医師

　林

動物の気持ち
を考えられる
獣医師

有薗

毎日を笑って
楽しくすごせ
る人になる

濵田（葵）

子どもたちの
将来を輝かせら
れる小児科医

中濱

患者さんの気
持ちが分かる
医者になる

鮫島

感動を与えら
れるバレエダ
ンサー

貴島

人を笑顔にで
きるコレオグ
ラファー

大中原

この国の笑顔
を守る救難機
パイロット

上ノ段

音楽のよさを
楽しく教える
音楽教師

池田

患者さんを笑
顔にできる薬
剤師

増山

犬の気持ちを
理解するドッ
グトレーナー

中村（さ）

子どもから愛
される教師

竹ノ内

選手から信頼
されるスポー
ツドクター

丸山

電気系の技工
士になりたい

野間

自分の興味や
好奇心に正直
に行動したい

田中（千）

人のことを笑
顔にさせられ
る臨床医

松田

事故を起こさ
ない新幹線の
運転手

手塚

平和で自由で
のどかな老後
を送りたい

宮原

壊れた物を直
す修理技術者
になりたい

林（倫）

誰もが楽しめ
るゲームを作
りたい

徳永

一流のアスリー
トを支える整
形外科医

山下（耕）

夢と希望を運
ぶ国際線パイ
ロット

平川

人々の快適な
暮らしを支え
られる建築士

仲野

火を恐れない
力強い消防士

髙松

多くの人を助
ける医者

鈴木（理）

住民のため尽
力する地方議
員になりたい

小池

卓球に携わっ
て生きていき
たい

飯田

多くの人に愛
され笑顔を絶
やさない医師

山下（里）

子どもたちを
笑顔にできる
教師

前迫

患者としっか
り対話ができ
る整体師

中村（雲）

患者のことを
最優先に考え
られる麻酔医

田中（郁）

聴く人の心を
幸せにするピ
アニスト

髙田

信頼されるよ
うな医師にな
りたい

坂口

多くの人を笑
顔にさせられ
る人間になる

久保

人をきれいに
できる美容形
成外科医　

西田

3 年 5 組

3 年 4 組

担任 入江　将紀先生

勇気をもて！！
副担任 川元　信人先生

思うからこそ成る

担任 佐伯　暁仁先生

Going My Way
副担任 川元　信人先生

辛いときこそ笑おう

先輩！まかせてください！

　
昨
年
は
市
新
人
戦
準
優
勝
、
今

年
は
も
っ
と
い
け
る
は
ず
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
部
員
で
協
力
し
合

い
、
き
つ
い
練
習
を
乗
り
越
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
ま
で
あ

り
が
と
う
。

ガンバレ！
後輩！
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「
来
な
い
で
よ
」
言
っ
て
る
わ
り
に
は

　

母
探
す　

て
れ
く
さ
い
け
ど
あ
り
が
た
い

　
　

日
よ
う
参
観

厚
労
大
臣
賞　

二
年　

牟
田
あ
か
ね

「
最
近
父
に
似
て
き
た
ね
…
？
」

　

と
母
は
言
う

　
　
「
そ
ん
な
に
褒
め
る
な
よ
」

　
　
　

と
父
は
言
う

県
優
秀
賞　

二
年　

上
吹
越　

凌

「
頑
張
れ（
宿
題
）頑
張
れ（
勉
強
）頑
張
れ（
部
活
）！！
」

　

っ
て
い
つ
も
言
っ
て
し
ま
う
け
ど

　
　

本
当
は
あ
な
た
の
頑
張
り
に
頭
が
あ
が
り
ま
せ
ん

　
　
　
「
そ
ん
な
に
頑
張
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
。」

（
母
）

「
お
い
し
か
っ
た
」
と
台
所
に
も
っ
て
い
く
弁
当
箱

　
「
あ
り
が
と
う
！
」
っ
て
い
え
な
い
け
ど

　
　

空
っ
ぽ
の
弁
当
箱
が
ぼ
く
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」

（
男
子
）

「
勉
強
し
な
さ
い
。」

　

と
母
の
声
。
素
直
に
聞
け
な
い
今
の
僕
、

　
　

も
う
少
し
待
っ
て
い
て
ね
。
お
母
さ
ん
。

（
男
子
）

け
ん
か
し
て
そ
の
ま
ま
眠
っ
た
次
の
日
も

　

い
つ
も
と
同
じ
「
お
は
よ
う
」
が

　
　

私
に
「
ご
め
ん
ね
」
言
わ
せ
る
の

（
女
子
）

〝
も
う
い
い
よ
。
自
分
で
全
部
や
る
か
ら
〞
と

　

そ
の
一
言
が　

さ
び
し
く
も
あ
り　

嬉
し
く
も
あ
り

（
母
）

P
T
A
副
会
長
　
久
永
　
祐
司

　

正
直
に
申
し
ま
す
と
、
二
人

の
娘
が
本
校
に
お
世
話
に
な
り

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
対
し
て
は
、
家
内
に
任
せ
っ

き
り
で
、
運
動
会
を
の
ん
き
に

観
に
行
く
程
度
の
父
親
で
し
た
。

し
か
し
、
本
年
度
、
初
め
て
理

事
と
し
て
準
備
段
階
か
ら
か
か

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
に
対
す
る
お
母
様
方
の
熱

風
吹
き
す
さ
ぶ
よ
う
な
愛
情

と
、
そ
れ
を
支
え
る
先
生
方
の

情
熱
と
使
命
感
を
間
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
感
動
致
し
ま

し
た
。
私
自
身
は
何
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

P
T
A
副
会
長
　
山
下
　
英
樹

　

平
成
二
十
六
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
活
動
方
針
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
幸
福
と
健
全
な
成
長

の
た
め
に
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
、
教
育
環
境
の
改
善
・

充
実
に
向
け
て
こ
の
一
年
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
本
年
度

も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
専
門
部
・
学
年

部
が
相
互
に
連
携
し
、
会
員
の

研
修
及
び
、
親
睦
に
向
け
て
活

動
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
方
の
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
事
を
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
御
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

P
T
A
副
会
長
　
内
園
　
知
美

　

本
年
度
も
P
T
A
テ
ー
マ
を

基
に
、
役
員
の
方
々
を
中
心
に
、

充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
校
P
T
A
活
動
の
取
り
組

み
、
参
加
率
の
高
さ
に
は
、
外

部
か
ら
も
賞
賛
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
が
素
晴
ら
し
い
環
境

で
学
べ
る
よ
う
に
と
い
う
意
識

が
継
承
さ
れ
て
き
た
本
校

P
T
A
の
伝
統
の
証
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
共
に
考
え
、

学
び
合
う
P
T
A
で
あ
る
よ

う
、
会
員
の

皆
様
の
よ
り

一
層
の
御
協

力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。

　

附
属
中
で
平
成
十
六
年
か
ら
七
年
間

勤
務
し
た
後
、
昨
年
の
三
月
ま
で
英
国

ロ
ン
ド
ン
に
三
年
間
赴
任
し
て
い
ま
し

た
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
生
活
し
て
、
印
象
的
だ
っ

た
こ
と
は
「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い

い
」
と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
実
践

さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
の
街

は
様
々
な
民
族
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

街
を
歩
い
て
い
て

も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

語
、
ロ
シ
ア
語
、

中
国
語
な
ど
の
言

語
が
飛
び
交
い
、

様
々
な
人
種
の
人

た
ち
が
行
き
交
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
と
異

な
る
他
者
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
で
き

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。「
み
ん
な

違
っ
て
、み
ん
な
い
い
」
と
い
う
文
化
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
中
で
は
少
数
民
族
で
あ
り
、

英
語
も
十
分
に
使
え
な
い
私
に
と
っ
て
、

と
て
も
快
適
で
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
は
人
権
発
祥
の
国

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
自
分
の
考
え

を
は
っ
き
り
と
主
張
を
す
る
人
た
ち
が

多
か
っ
た
で
す
。
現
地
の
学
校
に
通
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
討
論
を
さ
せ
て
み

る
と
、
と
て
も
論
理
的
か
つ
積
極
的
に

自
分
の
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
が
で
き

て
、
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
化
が
進
む
現
在
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
も
将
来
、
外
国
で
働
く
機
会
や
外

国
の
人
と
仕
事
を
す
る
機
会
が
増
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
、
相
手

を
尊
重
し
つ
つ
も
、
自
分
の
考
え
を
主

張
で
き
る
こ
と
が
、
真
の
意
味
で
対
等

な
関
係
を
築
く
上
で
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち

は
、
日
本
の
風
土
に
昔
か
ら
根
付
い
て

い
る
日
本
ら
し
さ
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
外
国
の
文
化
や
風
習
な
ど
も
理

解
し
尊
重
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
日
本
と
外
国
の
良
さ
の
両
方
を

兼
ね
備
え
な
が
ら
、
時
と
場
に
応
じ
て
、

ど
ち
ら
の
良
さ
も
発
揮
で
き
る
こ
と
が

大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
そ
の
意
味
か

ら
も
、
本
校
の
進
め
て
い
る
台
湾
の
大

直
高
級
中
学
と
の
交
流
や
台
北
教
育
大

か
ら
の
教
育
実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど

は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
の
P
T
A
活
動
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

P
T
A
活
動
こ
の
一
年

PTA
  NEWS
PTA
  NEWS

ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て

主
幹
教
諭
　
山
田
　
剛

イ
ギ
リ
ス
滞
在
記

親と子の心をつなぐアンケート親と子の心をつなぐアンケート
子どもたちに聞きました。やる気の出る言葉，やる気をなくす言葉は？

今年度の広報部のテーマは
「繋ぐ」～互いにわかり合うた
めに～です。今回は，前号で
掲載しきれなかったアンケー
トの結果を掲載します。

●頑張って　　　　　　●頑張ったね，頑張っているね
●さすが，すごい　　　●やればできるよ
●大丈夫だよ　　　　　●自信をもちなさい
●ありがとう　　　　　●とにかく楽しんで
●無理しなくていいよ　●一緒に頑張ろう
●○○○したら○○○（ご褒美）していいよ

　「頑張れ」「すごい」など応援する言葉や褒める
言葉が多数でしたが，「特にない」というコメン

トも少数ありました。

●毎日お弁当を作ってくれる
●仕事や家事を頑張ってくれている
●習い事や塾の送迎をしてくれる
●優しいところ
●話を聞いてくれる，相談にのってく
れる
●応援してくれる
●産んでくれて，育ててくれる
●信じてくれているところ
●大切にしてくれる
●ポジティブなところ
「家族全員が仲が良く，いつでも
話せる雰囲気にしてくれてあり
がとう」
「イライラしていることが多い
と思うけどごめんなさい」
「愛してくれてありがとう」な
どのコメントも寄せられま
した。

●子どもが病気になって看病し
ていたら，携帯のメッセージ
に「お母さん，今日はありが
とう」と入っていたこと

●「行ってきます」の笑顔だっ
たり，美味しそうにご飯を食
べる姿だったり，日々嬉しい
と感じています
●誕生日や母の日に貰った手
紙に，感謝の気持ちが書
いてあり，そんな風に
思ってくれていたんだ
と嬉しかったです。

●会話をする
「話を聞くことが大事だと思います。話をしやすい
環境づくりを心がけています」
●子どもの気持ちに寄り添う
「頑張っているという事実は認めてあげてからアド
バイスするようにしています」
●子どもの変化を見逃さない
「家を出る時や帰ってきた時の様子，食事の時など
しっかり見届けるようにしています」
●適度な距離を保つ　●対等にあつかう
●子どもが興味をもっていることに興味をもつ

●勉強（宿題）しなさい
●○○○しなさい，○○○しろなどの命令
●お兄ちゃん（お姉ちゃん）なんだから
●ちゃんとやらないと　●しっかりしなさい
●なんでできないの？　●「はぁ～」というため息
●もっと頑張りなさい　●あと何回言えばわかるの
●～さん（くん）は勉強するのに，～さん（くん）はで
きるのに

　「早くしなさい」などの命令する言葉や他人や
兄弟との比較する言葉が多くあげら

れました。

やる気をなくす言葉やる気をなくす言葉

子育てをしていて嬉し
かったこと，
心温まるエピソード

子育てをしていて嬉し
かったこと，
心温まるエピソード

お子さんとわかり合うために必要なこと，
心がけていることは？
お子さんとわかり合うために必要なこと，
心がけていることは？

親の好きなところ，
感謝していることは？
親の好きなところ，
感謝していることは？

やる気のでる言葉やる気のでる言葉
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「どうしたの？」　「たいへんだったのね。」
　子どもの危機は，大人と子どもの関係不全社会がその背景
にあります。子どもの心に寄り添う愛が子どもの心を育てて
いきます。いろいろな体験を子どもにさせ，その声を聞き，
ある時は責任を取らせ，ひとりの市民として扱う姿勢，その
ような子育てが子どもの「こころ」を育みます。

第5回全附P連PTA研修会全国大会
教育評論家　尾木直樹氏による講演会より

子育てに必要な2つの言葉子育てに必要な2つの言葉尾木ママに
聞いた

グリニッジ天文台グリニッジ天文台

　
夏
休
み
課
題
と
し
て
提
出
い
た
だ
い
た
㈳
日
本
P
T
A
全
国
協

議
会
「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」〜
家
庭
で
話
そ
う
！

我
が
家
の
ル
ー
ル
・
家
族
の
き
ず
な
・
命
の
大
切
さ
〜
三
行
詩
よ
り
。

ネット社会の現状を学んだPTA教育講演会研修部 子どもたちの健やかな
成長のために

生活部

　生活部では，毎年登下校時の公共交通機関
の利用マナーの実態調査，あいさつ運動，補
導活動に取り組んでいます。今年度も良い点，
改善点を把握し，ＰＴＡや生活部便りを通じて，
皆様と情報の共有ができたのではないかと思い
ます。今後も子どもたちの変化
に対応できるよう学校及び家庭
と連携し，生活指導や基本的生
活習慣の定着の取組を続けて
いこうと思います。

　平成 26年 11月 12日，教育講演会が行われました。「ネッ
ト社会の現状と課題解決のための取組」と題して，NPO法人ネッ
トポリス鹿児島理事長　戸髙成人先生に講演していただきました。

　子どもたちのネット利用の現状や問題点，子どもたちや私たち大人が学
ばなくてはならないことをわかりやすく教えていただきました。現在，スマホ
の普及や LINEなどのアプリの流行によって，インターネット機器との付き
合い方を子どもたちにどう教えていくのかが課題となっている一方，保護者
や大人たちのネット社会に関する知識・理解不足，保護者としての責任の
自覚不足も問題になっているようです。買い与えるだけではなく，保護者自
らネットに関する知識を身に付け，正しい使い方や，子どもたちに適切な助
言をすることができるようになることが大切だと学びました。　

  

総
務
部

  

総
務
部

あいさつ運動あいさつ運動


